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一
番
初
め
に
壇
上
に
上
が
ら
れ
た
恩
田
准
教
授
の

基
調
講
演
で
は
、「
美
し
い
森
林
と
美
し
い
水　

人

工
林
の
荒
廃
が
水
・
土
砂
流
出
に
及
ぼ
す
影
響
」
と

題
し
、
森
林
の
公
益
的
機
能
の
う
ち
、
と
く
に
水
源

上：立ち見も出た会場では講演や発表、質疑応答が行われました
下：会場となった大分県別府市ビーコンプラザ。サミットもここで行わ
れました

か
ん
養
機
能
と
土
砂
流
出
防
止
機
能
に
つ
い
て
、
荒

廃
し
た
ヒ
ノ
キ
人
工
林
と
広
葉
樹
林
に
お
け
る
水
・

土
砂
流
出
に
つ
い
て
の
詳
細
な
観
測
結
果
を
中
心
に

講
演
さ
れ
ま
し
た
。

荒
廃
し
た
人
工
林
は
林
床
の
裸
地
化
を
ま
ね
き
、

降
雨
時
に
表
面
流
出
を
発
生
さ
せ
土
壌
浸
食
や
河
川

に
お
け
る
濁
水
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
特
に
ヒ
ノ
キ
人
工
林
の
荒
廃
が
水
・
土
砂

流
出
に
与
え
る
影
響
等
の
予
測
の
た
め
、
東
京
、
長

野
、
愛
知
、
三
重
、
高
知
で
実
地
観
測
を
行
わ
れ
た

様
子
を
写
真
と
と
も
に
解
説
さ
れ
ま
し
た
。
洪
水
時

に
採
取
さ
れ
た
数
千
に
及
ぶ
サ
ン
プ
ル
分
析
に
よ
っ

て
、
荒
廃
し
た
ヒ
ノ
キ
人
工
林
か
ら
の
土
砂
流
出
の

特
性
や
、
浮
遊
土
砂
の
生
産
源
別
の
寄
与
率
な
ど
が

わ
か
っ
て
き
た
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

人
工
林
の
機
能
を
回
復
さ
せ
る

強
度
間
伐
の
必
要
性

水と森林を守る取組が続々登場

シンポジウム「美しい森林と美しい水」
　12月 3～ 4日に、「第一回アジア ･太平洋水サミット」が大分県別府市で開催され、福田首相をはじめア
ジア ･太平洋地域の国家首脳などが集まり、水問題の解決に向けた取組を進めるための議論が行われました。 
　このサミットの公式関連イベントとして別府市内を中心に様々な催しが実施され、シンポジウム「美しい森
林と美しい水」も、こうしたイベントの一つとして 12月 1日に開催されました（社団法人日本治山治水協会
主催）。水と森林を守る地域の取組などを紹介する公開シンポジウムで、筑波大学の恩田准教授による基調講
演と東京農業大学の太田猛彦教授による特別講演が行われ、日本、海外の四つの事例が発表されました。
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荒
廃
し
た
人
工
林
の
機
能
回
復
の
た
め
に
は
思
い

切
っ
た
強
度
間
伐
を
行
い
、
林
内
に
光
が
入
る
よ
う

に
す
る
こ
と
に
よ
り
林
床
の
植
生
の
再
生
を
図
る
こ

と
が
必
要
だ
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
中
津
江
村
地
球
財
団
の
前
優
一
氏
が
発

表
し
た
「
よ
み
が
え
れ
海
の
め
ぐ
み
と
大
地
の
め
ぐ

み
〜
筑
後
川
の
水
源
を
守
る
『
二
〇
〇
海
里
の
森
づ

く
り
』」。
中
津
江
村
（
現
日
田
市
）
は
、
実
に
村
の

面
積
の
九
〇
％
が
森
林
で
す
。
昭
和
三
十
年
代
か
ら

四
十
年
代
に
か
け
て
、
ダ
ム
建
設
に
よ
る
住
民
の
流

出
や
鯛
生
金
山
の
閉
山
な
ど
に
よ
り
若
者
が
都
会
へ

と
流
出
し
、
平
成
十
七
年
の
日
田
市
と
の
合
併
後
も

人
口
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
林
業
従
事

者
は
昭
和
六
十
年
と
比
べ
る
と
四
〇
％
減
少
し
た
こ

と
も
の
べ
ら
れ
、
中
津
江
村
の
深
刻
な
現
状
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。　

そ
ん
な
な
か
、
平
成
三
年
の
台
風
被
害
を
き
っ
か

け
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
保
全
活
動
が
始
ま

り
、
平
成
十
二
年
か
ら
は
筑
後
川
を
介
し
て
村
の

歴
史
と
関
わ
り
の
深
い
下
流
域
の
福
岡
市
民
や
大
川

市
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
も
参
加
し
て
「
二
〇
〇

海
里
の
森
づ
く
り
」
事
業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
毎

年
旧
中
津
江
村
役
場
が
中
心
と
な
っ
て
秋
か
ら
冬
場

に
植
林
し
、
夏
場
に
下
草
刈
り
な
ど
を
行
い
、
合
併

前
の
平
成
十
六
年
ま
で
に
延
べ
三
千
人
以
上
が
参
加

す
る
活
動
に
成
長
し
ま
し
た
。
合
併
後
、
こ
の
事
業

は
財
団
法
人
中
津
江
村
地
球
財
団
に
引
き
継
が
れ
、

二
〇
〇
海
里
の
森
づ
く
り
実
行
委
員
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
森
林
保
全
に
よ
る
安
定
し
た
水
資
源
の
確

保
を
目
的
と
し
た
事
例
と
し
て
、
将
来
が
大
き
く
期

待
さ
れ
ま
す
。

矢
作
川
水
系
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
か
ら
は
、

代
表
の
丹
羽
健
司
さ
ん
が
「
森
の
健
康
診
断
・
市
民

参
加
に
よ
る
流
域
保
全
」
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
愛

知
県
矢
作
川
流
域
で
は
じ
ま
っ
た
活
動
で
、
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
研
究
者
の
協
力
を
得
て
考
え
だ
し
た

調
査
法
に
よ
り
本
格
的
な
林
業
調
査
を
行
う
も
の
で

す
。

森
の
健
康
診
断
で
は
、
参
加
者
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
放
置
さ
れ
た
人
工
林
を
回
り
調
査
し
ま
す
。
調

査
器
具
も
百
円
均
一
で
揃
う
も
の
を
利
用
す
る
な

ど
、
手
軽
に
誰
で
も
参
加
で
き
る
工
夫
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
熟
練
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー
ド
に

よ
り
、
初
心
者
が
楽
し
み
な
が
ら
森
林
調
査
に
参
加

で
き
、
し
か
も
、
調
査
結
果
は
研
究
者
に
よ
る
専
門

的
な
分
析
を
経
て
、
流
域
の
森
林
の
「
森
の
健
康
診

断
」
の
報
告
書
と
し
て
公
表
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
で

も
わ
か
り
や
す
く
楽
し
く
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
開
発
中
と
の
こ
と
で
し
た
。

「
効
率
を
追
わ
な
い
」「
市
民
と
専
門
家
が
対
等
な

立
場
で
関
わ
る
」「
科
学
的
精
度
よ
り
も
参
加
者
の

楽
し
み
を
重
視
」「
参
加
費
を
取
っ
て
運
営
す
る
」

と
い
う
四
点
が
調
査
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
し

た
。
活
動
に
参
画
す
る
専
門
家
は
「
専
門
分
野
の
ず

れ
」「
分
野
外
へ
の
踏
み
出
し
」「
社
会
提
言
」
を
で

き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み

と
社
会
貢
献
を
両
立
さ
せ
、
研
究
者
を
巻
き
込
ん
で

活
動
し
な
が
ら
次
世
代
の
人
材
も
育
て
よ
う
と
い
う

非
常
に
有
意
義
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
農
林
水
産
部
・
森
と
の
共
生
推
進
室
の
近

藤
孝
昌
氏
は
「
森
林
環
境
税
〜
独
自
課
税
に
よ
る

新
た
な
森も

林り

づ
く
り
」
と
題
し
平
成
十
八
年
度
に
導

入
さ
れ
た
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
は
県
土
の
七
十
二
％
を
森
林
が
占
め
、
そ
の

基調講演を行う筑波大学の恩田准教授

村
づ
く
り
に
つ
な
が
る

中
津
江
村
の
森
づ
く
り

楽
し
さ
と
社
会
貢
献
を
両
立
す
る

市
民
主
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

大
分
県
の
森
林
環
境
税
事
業
は

県
民
中
心
・
県
民
参
画
が
特
徴
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う
ち
の
九
割
が
民
有
林
で
、
森
林
が
県
民
の
財
産
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。

大
分
県
で
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
広
が
り
を

み
せ
る
一
方
で
、
社
会
・
経
済
情
勢
や
人
々
の
生
活

様
式
の
変
化
に
よ
り
人
工
林
も
里
山
林
・
自
然
林
も

と
も
に
荒
廃
が
進
ん
で
お
り
、
森
林
の
公
益
的
機
能

の
低
下
や
自
然
に
無
関
心
な
社
会
の
出
現
、
子
ど
も

の
自
然
体
験
の
減
少
な
ど
の
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、

森
林
環
境
税
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
県
の
森
林
環
境
税
の
特
色
は
県
民
中
心
・
県

民
参
画
に
あ
り
ま
す
。
税
収
の
使
途
は
、
県
民
か

ら
の
提
案
を
元
に
、
地
域
の
森
林
づ
く
り
は
県
内
四

地
域
に
設
置
し
た
森
林
流
域
協
議
会
、
県
全
体
の
森

林
づ
く
り
は
大
分
県
森
林
づ
く
り
委
員
会
を
中
心
に

決
め
ら
れ
ま
す
。
関
心
の
な
い
人
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

持
続
可
能
な
森
林
管
理
、
将
来
を
見
据
え
た
森
林
づ

く
り
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
森
林
自
然
体

験
の
推
進
な
ど
の
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
業
の
成
果
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

数
の
増
加
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、企
業
、大
学
か
ら
の
森
林
づ
く

り
参
加
、
上
下
流
連
携
や
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
森

林
づ
く
り
、
荒
廃
森
林
の
整
備
の
進
展
が
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
。
森
林
環
境
税
は
全
国
的
に
も
導
入
が
進
ん

で
お
り
、
近
県
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
質
問
が

出
る
な
ど
注
目
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
わ
れ
ま
し
た
。

農
林
水
産
省
（
元
ラ
オ
ス
国
農
林
省
農
林
業
普
及

ラ
オ
ス
で

森
林
荒
廃
抑
制
活
動
を
展
開

右上：事例発表を行う中津江村地球財団の前氏
右下：矢作川水系森林ボランティア協議会代表の丹羽氏

左上：大分県農林水産部・森との共生推進室の近藤氏
左下：農林水産省（元ラオス国農林省農林業普及局）の五関氏
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局
）
の
五
関
一
博
氏
か
ら
は
「
海
外
で
の
取
組
・
焼

畑
農
民
参
加
に
よ
る
ナ
ム
グ
ム
湖
流
域
保
全
」
と

し
て
ラ
オ
ス
に
お
け
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
技
術
協
力

の
事
例
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
九
六
年
か
ら

二
〇
〇
三
年
ま
で
の
期
間
ナ
ム
グ
ム
ダ
ム
湖
近
隣
の

二
郡
十
五
カ
村
を
対
象
地
域
と
し
て
「
森
林
荒
廃
抑

制
の
た
め
に
住
民
参
加
型
森
林
管
理
を
促
進
す
る
た

め
の
地
方
行
政
組
織（
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
県
農
林
局
）

の
能
力
が
向
上
す
る
」
こ
と
を
目
標
に
実
施
さ
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
式
技
術
協
力
で
す
。

ナ
ム
グ
ム
ダ
ム
湖
は
琵
琶
湖
の
半
分
の
面
積
が
あ

る
非
常
に
大
規
模
な
ダ
ム
湖
で
す
。
そ
の
近
隣
の
山

で
は
過
度
の
焼
畑
の
た
め
、
チ
ガ
ヤ
に
覆
わ
れ
森
林

が
再
生
し
な
い
荒
廃
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
村
落
共
同
林
造
成
へ
の
支
援
を
行
い
、
生
活

向
上
の
た
め
に
簡
易
水
道
を
引
き
、
村
人
に
よ
る
植

林
活
動
な
ど
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
林
地
に
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
を
混
植
す
る
ア
グ
ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー

や
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
紙
漉
き
・
紙
布
織
り
の
導

入
に
よ
っ
て
、
焼
畑
に
頼
ら
ず
生
計
を
立
て
ら
れ
る

よ
う
に
現
金
収
入
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
主
な
成
果
と
し
て
、
村
落
森
林

管
理
計
画
策
定
や
住
民
に
よ
る
森
林
管
理
手
法
の
確

立
、住
民
の
生
計
向
上
、地
元
の
行
政
官
や
村
落
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

今
後
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
方
向
と
し
て
、
ラ
オ

ス
北
部
な
ど
他
地
域
へ
の
普
及
・
展
開
を
推
進
す
る

こ
と
、
ラ
オ
ス
側
の
主
体
性
を
強
化
す
る
こ
と
、
植

林
と
農
業
、
木
材
以
外
の
林
産
物
を
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
の
海
外
技
術
協
力

が
地
元
密
着
型
で
展
開
さ
れ
効
果
を
あ
げ
て
い
る
好

例
で
す
。

最
後
に
壇
上
に
上
が
ら
れ
た
太
田
猛
彦
教
授
に
よ

る
特
別
講
演
は
、「
水
保
全
と
新
し
い
森
林
管
理
」

と
題
し
、
森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能
と
は
い
か
な
る

も
の
か
や
、
日
本
人
の
木
材
利
用
と
森
林
の
状
況
の

変
遷
に
つ
い
て
歴
史
を
遡
っ
て
わ
か
り
や
す
く
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

森
林
の
水
源
か
ん
養
機
能
に
は
、
洪
水
緩
和
機
能
、

水
資
源
貯
留
・
水
量
調
節
機
能
、
水
質
浄
化
機
能
が

あ
り
、
水
源
か
ん
養
機
能
を
発
揮
す
る
主
体
は
健
全

な
森
林
土
壌
に
あ
る
こ
と
を
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
健

全
な
森
林
土
壌
と
は
、
落
ち
葉
や
枯
れ
枝
の
層
、
下

草
で
覆
わ
れ
た
森
林
土
壌
の
こ
と
で
、
人
工
林
で
も

天
然
林
で
も
健
全
な
森
林
土
壌
が
維
持
さ
れ
て
い
れ

ば
水
源
か
ん
養
機
能
は
発
揮
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
働
き
に
つ
い
て
も
っ
と
理
解
し
て
欲
し
い
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
日
本
の
植
生
（
森
林
）
の
変
遷
を
語
ら
れ
、

森
林
・
里
山
の
荒
廃
は
古
代
都
市
の
成
立
と
と
も

に
始
ま
り
、
明
治
中
期
が
歴
史
上
も
っ
と
も
荒
廃
し

て
い
た
時
期
で
あ
り
現
在
は
人
工
林
が
成
長
し
里
山

の
森
林
が
復
活
し
た
結
果
、
か
つ
て
は
日
本
中
で
見

ら
れ
た
は
げ
山
が
今
で
は
姿
を
消
し
、
数
百
年
ぶ
り

に
森
林
が
回
復
し
て
い
る
事
実
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
現
代
の
森
林
は
量
的
に
豊
か
で
あ
る

も
の
の
放
置
さ
れ
た
里
山
、
手
入
れ
が
で
き
な
い
人

工
林
、
生
物
多
様
性
の
喪
失
な
ど
質
的
な
荒
廃
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
森
林
の
多
面
的
機
能
に
つ
い
て
、
そ
の
階

層
性
や
定
量
的
評
価
の
難
し
さ
、
水
源
か
ん
養
機
能

と
木
材
生
産
機
能
の
両
立
性
な
ど
の
特
徴
を
あ
げ
ら

れ
、
今
後
は
こ
れ
ら
の
特
徴
に
即
し
た
森
林
管
理
が

必
要
と
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
は
、
一
三
〇
あ
る
椅
子
席
が

す
べ
て
う
ま
り
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。

森
林
・
林
業
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
方
々
も

多
く
来
場
さ
れ
、
市
民
の
水
と
森
林
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
感
じ
た
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

健
全
な
森
林
土
壌
に
よ
る

水
源
か
ん
養
機
能
の
発
揮

特別講演を行う東京農業大学の太田教授




